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て 19 世紀末から 20世紀初頭フランスの人口をめぐ








て 1902 年に設立された「乳幼児死亡防止連盟（Ligue 







































論文である．同論文では 1891 年から 1899 年のヨー
ロッパ各国の出生率と死亡率のデータが示されてい
る．例えば，英国（イングランド，ウェールズ）の
出生率 30.1 パーミル，死亡率 18.2 パーミル，プロシ
アの出生率 37.0 パーミル，死亡率 21.9 パーミル，イ
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が，この議論は児童虐待の防止を定めた 1898 年 4 月
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るための努力全般について「出生前の育児学（ la 


































































込められている．報告書では，1906 年に 90,146 人の
子どもが乳母に預けられていることが紹介され，生
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